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森田玲 〔京都市芸術文化特別奨励者〕
玲月流初代 篠笛奏者

篠
笛
で
楽
し
む

　
　

日
本
の
音

令和５年 ５月 14 日
御寺泉涌寺 別格本山
うんりゅういん

＜場所＞＜時間＞

＜入場料＞
雲龍院

篠
楽
会

無料

玲
月
流 

篠
笛　

奉
納
演
奏
・
発
表
会

京都市東山区泉涌寺山内町３６
電話　０７５（５４１）３９１６（雲龍院拝観料 ４００円が必要です）

・13:30　・14:00　・15:00 頃

奉 納 演 奏
篠 笛 発 表 会
お楽しみ演奏会

※裏面に地図

玲
月
流
門
下
生
と
森
田
玲
に
よ

る
奉
納
演
奏
会
・
発
表
会
で
す
。

篠
笛
は
日
本
古
来
の
竹
の
横
笛

で
す
。
美
し
い
日
本
庭
園
を
背

景
に
、
日
本
古
歌
、
わ
ら
べ
歌
、

祭
囃
子
、
新
作
曲
な
ど
、
日
本

の
音
曲
を
奏
で
ま
す
。

透
明
で
瑞
々
し
い
篠
笛
の
音
色

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

篠笛教室　京都・東京篠笛の演奏・指導・製作販売・調査研究

（日）

さ

さ

ら

の

か

い



昭
和
五
十
一年
（
一九
七
六
）
大
阪
生
ま
れ
。
京
都
市
在
住
。

玲
月
流
れ
い
げ
つ

り
ゅ
う

初
代
篠
笛
奏
者
。
透
明
で
瑞
々
し
い
篠
笛
の
音
色

に
定
評
が
あ
る
。
京
都
を
拠
点
に
篠
笛
の
演
奏
・
指
導
・
製

作
販
売
・
調
査
研
究
を
行
な
う
。
日
本
十
二
律
調
音
篠
笛
「
京

師-

み
や
こ-

」「
岸
極-

き
し
の
き
わ
み-

」
を
監
修
。
株

式
会
社
「
篠
笛
文
化
研
究
社
」
代
表
取
締
役
。

主
な
経
歴

　

第
六
十
七
回
文
化
庁
芸
術
祭
新
人
賞
受
賞

　

京
都
市
芸
術
文
化
特
別
奨
励
者

　

京
都
大
学
農
学
部
森
林
科
学
科
卒

主
な
著
作

　
『
日
本
の
祭
と
神
賑
』『
日
本
だ
ん
じ
り
文
化
論
』（
創
元
社
）

　
『
日
本
の
音 

篠
笛
事
始
め
』（
篠
笛
文
化
研
究
社
）

　

Ｃ
Ｄ「
日
本
の
音 

篠
笛
」（
篠
笛
文
化
研
究
社
）

　

Ｃ
Ｄ「
天
地
乃
笛
」（
篠
笛
文
化
研
究
社
）

　

な
ど

昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
京
都
市
生
ま
れ
。
玲

月
流
篠
笛
奏
者
・
笛
師
。
幼
少
の
頃
よ
り
母
方
の
実

家
で
あ
る
月
鉾
町
で
毎
年
祇
園
祭
の
お
囃
子
を
聴
き

な
が
ら
育
つ
。
伝
統
工
芸
に
関
連
す
る
職
業
を
目
指

し
、
京
都
橘
女
子
大
学
・
文
化
財
学
科
卒
業
。
学
芸

員
の
資
格
を
持
つ
。
大
学
卒
業
後
、
師
で
あ
る
森
田

の
笛
の
音
や
そ
の
活
動
に
感
銘
を
受
け
、
平
成
十
七

年
に
入
門
。
篠
笛
の
指
導
で
は
、
個
人
に
合
わ
せ
て

分
か
り
や
す
い
表
現
を
心
掛
け
、
音
色
調
整
を
得
意

と
す
る
。
笛
師
と
し
て
、日
本
十
二
律
調
音
篠
笛
「
京

師-

み
や
こ-

」「
岸
極-

き
し
の
き
わ
み-

」、
お
よ
び

各
地
の
祭
囃
子
の
篠
笛
を
製
作
。

森
田 

玲

も
り
た 

あ
き
ら　

森
田 

香
織

も
り
た 　
　

卍

卍

文

泉涌寺

東福寺

新熊野神社

市立東山泉
小中学校

市バス
泉涌寺道

市バス
東福寺

泉涌寺道

京
阪
電
車

J R

○ 京都駅（八条口）からタクシーで約 10 分
　○ ＪＲ奈良線・京阪 東福寺駅 下車 徒歩 13 分
　　○ 京都市バス「泉涌寺道」下車　徒歩 10 分
　　　　・京都駅（烏丸口）から 208 号系統
　　　　　　・京阪七条駅から 208 号系統
　　　　　　　　・京阪四条駅から 207 号系統

《ご注意》駐車スペースが少ないため
       公共交通機関をご利用下さい。

演
奏
予
定
演
目

森
田
玲 

作
曲

日
本
古
歌
・
わ
ら
べ
歌

祭
囃
子

伊
勢
大
神
楽

岸
和
田
祭
だ
ん
じ
り
囃
子

か
ご
め

あ
ん
た
が
た
ど
こ
さ

蛍兎通
り
や
ん
せ

天
満
の
子
守
歌

四
方
の
景
色

森
田
香
織 

作
曲

六
華
繚
乱

序
の
笛

東
雲

篠
楽

カ
ミ
あ
そ
び

蛍
の
舞

秋
の
音

紅
の
雪

産
土
神

月月
に
霞

華
舞
扇

雲龍院

雲
龍
院

真
言
宗
泉
涌
寺
派
の
別
格
本
山
「
雲

龍
院
」
は
、
南
北
朝
時
代
の
北
朝
第

四
代
天
皇
、
後
光
厳
天
皇
の
建
立
。

御
本
尊
は
本
堂
龍
華
殿
に
安
置
さ

れ
て
い
る
薬
師
如
来
像
で
、
西
国

薬
師
霊
場
第
四
十
番
札
所
。

重
要
文
化
財
の
本
堂
龍
華
殿
の
ほ

か
、
一
幅
の
絵
を
見
る
よ
う
な
「
悟

り
の
窓
」
や
、
障
子
窓
か
ら
の
景

色
を
楽
し
め
る
「
蓮
華
の
間
」、
他

で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
「
走
る

大
黒
天
尊
像
」
な
ど
見
所
も
多
い
。

玲
月
流　

篠
笛
奏
者
・
笛
師

東
福
寺
駅

御寺

別格本山

京
都
市
東
山
区
泉
涌
寺
山
内
町
三
六 

電
話 
〇
七
五
（
五
四
一
）
三
九
一
六

玲
月
流
初
代　

篠
笛
奏
者

う
ん
り
ゅ
う
い
ん

か
お
り


